
事業の評価 
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いきがい・健康アンケート 

要介護認定を受けていない
６５歳以上の全町民を対象
に、定期的に実施している
調査です 

どんな人が健康を維持しや
すいか分析しています 

（分析／日本福祉大学） 
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憩いのサロン参加者・ボランティアの
健康状態について、定期的な調査分
析を実施し、事業に役立てています 

分析／星城大学ほか 

お元気チェック 
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外出先の増加 
Ｈ２１（２００９）年 
お元気チェック 

ボランティア・参加者の３割が、 

サロン参加がきっかけで外出が増えたと回答 
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竹田 2010 

自宅周辺 

親族の家・友人宅 

商店・喫茶店・飲食店 

図書館・町民会館 

公民館 

保健センタ－ 

趣味などの会 

憩いのサロン 
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参加している地域組織数 
町内会，スポーツ・趣味・宗教・ボランティア・政治・業界・市民団体 

Ｈ１８（２００６）～Ｈ２０（２００８）比較 

2年前 

非参加者 プログラム参加者 

2年前の参加組織数が同じ群で比較しても 
事業参加者の参加組織数は増加  

（n=198） （n=1495） 

2008年の参加組織数 2008年の参加組織数 2年前 
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友人の数が増えた

知識や技術が増えた

やりたいことや楽しみが増えた

健康になった

明るくなった

外出が増えた

家族関係が良くなった

%

H20（2008）アンケート回答3,459人中 
サロンに参加している321人 

参加者における変化 
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事業参加後の変化 

ボランティア７０人 参加者１１３人 

87.1 
82.9 

90.0 
87.1 

76.1 
79.6 

87.6 
82.3 

40 

60 

80 

100 

当初→参加後 

（％） 
うつ傾向がない 健康状態がよい 

当初→参加後 

Ｈ１９（２００７）年～Ｈ２１（２００９）年 

２回の調査を比較して、健康を損なうリスクが、 

全体的に維持・改善の方向へ向かっています 
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事業参加後の変化 

（％） 
話し相手が増加 

一緒に取り組む 

相手が増加 

他人の役に 

立っていると思う 

Ｈ１９（２００７）年～Ｈ２１（２００９）年 

当初→参加後 当初→参加後 当初→参加後 

ボランティア７０人 参加者１１３人 
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竹田他2011 

サロンは 
貴重な 
情報源 

9 



高齢者の社会参加に効果あり 
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評価結果 

・社会的サポートネット 

 ワークの増加 

・外出頻度増が３割 

・主観的健康感維持 

・３番目の健康情報源 

→健康維持・改善に期待 
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事業効果 
高齢者が多数集まる場 
 二次予防対象者も抵抗なく参加 

 健康・町政に関する啓発機会 

地域の助け合い促進 

 世代間交流・地区役員の参加 

 団塊世代の地域デビューの場  

 →認知症見守り・要援護者支援へ 
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介護予防、生きがいづくり、 
見守り活動の拠点 
・二次予防→一次予防の受け皿 
・地域の福祉力向上 
・認知症理解・支援の啓発 
地域支え合い体制づくりと連携 

第５期計画へ 
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楽しく無理なく 

介護予防 
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